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第 3号 (2006年 10月)
な冷凍トラックがまっている｡外にいる工人たちは薬を
詰めた籍をトラックに入れていた｡トラックは薬を病院に
直接送るそうだ｡徐さんと私たちは部屋の中から､トラ
ックを見送った｡そして､徐さんの案内で､入ったときと
同じところから生産場を出た｡衛生管理のため､人の
出入り口はそこだけになっている｡
帰りには､徐さんと私たちは事務室に寄ってみた｡
事務室といっても､実は窓側にある20畳もない硝子の
壁で区切っている部屋であり､机やパソコンや棚が幾
つか並んでいるが､大きな部屋の大部分は白い陶器
の流し台のある長い机で埋まっている｡机の上には､
数え切れない実験用の瓶や道具が並んでいる｡その
部屋で､常に品質を監察しているという｡
ここで､工場の見学を終えた｡徐さんは私たちを玄
関まで見送ってくれた｡車が再び入ったときの桑園を
通り抜いた｡曹主任の話によると､この桑園は音 10里
(里は中国の距離単位である01キロは約 2里｡)も続
いていた｡しかし現在､養蚕農家は減りつつある状況
で､桑園の中に点々と水田に改造されている箇所が
多くなってきた｡なぜなら､この地域では､養蚕よりも､
食糧生産による収入のほうが安定しているからである｡
曹主任は糸綱公司で30年間も働いていた｡しかし､カ
イコからはシルクしか取れないという音からの考え方は
変えなければならないと曹主任は思うようになっていた
そうだ｡
翌 日の朝早く､私は曹主任と別れ､次の目的地の
上海と向っていた｡
(京都大学大学院経済学研究科)
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